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備北信用金庫ＡＩ利用に関する基本方針 

（ＡＩポリシー） 

 

 備北信用金庫は、地域の皆さまとともに歩む協同組織金融機関として、ＡＩ（人工知能）をは

じめとするデジタル技術の進展を、お客さまへのサービスの向上や業務の高度化、地域社会の持

続的な発展につなげていくことが重要であると考えています。 

 一方で、ＡＩにはその特性や利用方法によってさまざまな課題やリスクが伴うことも認識して

います。当金庫は、国内外で示されているＡＩに関する考え方も踏まえ、次の基本方針に基づき、

適切かつ責任あるＡＩの活用に取り組みます。 

１．お客さま・地域社会への価値提供 

 当金庫は、ＡＩを活用することで、お客さまの利便性の向上やサービスの質の向上、業務の高

度化・効率化に取り組みます。あわせて、こうした取組みを通じて、地域が抱えるさまざまな課

題の解決や、地域経済の持続的な発展への貢献を目指します。ＡＩの活用は、業務を効率化する

こと自体を目的とするのではなく、そこから生み出される時間や情報を、お客さまや地域の皆さ

まへのより良いサービスにつなげていくことを大切にします。 

２．人を中心としたＡＩの活用 

 当金庫は、ＡＩの有用性とともにその特性や限界を十分に理解し、人による適切な関与のもと

でＡＩを活用します。ＡＩは、人に代わって判断するためのものではなく、人の判断や業務を支

援するものと位置づけ、重要な事項については人が適切に関与・確認します。ＡＩの活用を通じ

て、職員がお客さまと向き合う時間をより一層大切にし、対面や対話を通じた質の高いサービス

の提供に努めます。 

３．安心・安全への配慮 

 当金庫は、ＡＩの活用にあたり、お客さまの情報や個人情報等を適切に取り扱うとともに、プ

ライバシーおよび情報セキュリティの確保に十分配慮します。また、ＡＩが誤った内容を出力す

る可能性など、ＡＩの特性に起因するリスクを踏まえ、その影響の程度に応じた適切な管理を行

い、お客さまが安心してご利用いただける、安全なＡＩの活用に努めます。 

４．公平性・透明性への配慮 

 当金庫は、ＡＩによる不当な偏りや不公平が生じないよう、その特性を踏まえた適切な利用に

努めます。また、ＡＩの利用について必要な透明性を確保し、お客さまに関係する場面では、そ

の内容に応じて適切な説明に努めます。 

５．責任ある活用と継続的な改善 

 当金庫は、ＡＩに関する法令、ガイドラインや社会的なルール等を踏まえ、適切かつ責任ある

ＡＩの活用に努めます。また、ＡＩに関する技術や制度、社会環境は今後も変化していくことか

ら、これらの変化を踏まえ、本方針やＡＩの活用方法について継続的な見直し・改善を行います。 
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